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人 口 面 積( 55. 1. 1)

世 帯　　　　　　　　208, 430
人 口　　　　　　　　626, 781

男　　　　　　　　　317, 261
女　　　　　　　　　309, 520

面 積　　　　　　　　53. 25湎2
人口密度　　　　11, 770人/ ㎞2

よ

り

よ

い

暮

ら

し

の

た

め

に

福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
て

生
活
を
す
る
う
え
で
、
ど
な
た
に
も
幸
福
に
な
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
区
で
は
、
老
人
福
祉
・
母
子
福
祉
・
心
身
障
害
福
祉
な
ど
の

充
実
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
は
、
一
朝
一
夕
で
出
来
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

ね
た
き
り
老
人
に

連
絡
用
ブ
ザ
ー
を

取
り
つ
け
ま
す

六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人

と
、
介
護
さ
れ
る
ご
家
族
と
の
連
絡

の
利
便
や
、
事
故
の
防
止
を
は
か
る

な
ど
の
た
め
、
居
室
間
に
連
絡
用
ブ

ザ
ー
を
取
付
け
ま
す
。

ま
た
、ひ
と
り
暮
し
の
老
人
に
は

、

非
常
ベ
ル
を
般
置
し
ま
す
。

申
請
　
老
人
福
祉
係
か
、
お
近
く
の

民
生
委
員
へ

問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

「し
ま
ね
園
」の

入
所
ご
案
内

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
し
ま
ね
圜

に
、若
干
の
空
室
が
出
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
抽
選
を
行
い
ま
す
。

入
園
資
格
　
都
内
に
お
住
い
の
六
十

歳
以
上
の
、
心
身
共
に
健
康
な
お

年
寄
り
で
、
独
立
し
て
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
月
収

十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

申
込
期
限
　
二
月
十
三
日

抽
選
日
　
二
月
二
十
二
日

く
わ
し
く
は
、援
護
課
ま
た
は
、

最
寄
り
の
福
祉
事
務
所
へ
。

生
活
保
護
世
帯
に

灯
油
等
引
換
券
を

支
給
し
ま
す

最
近
、
灯
油
な
ど
の
燃
料
費
が
著

し
く
高
騰
し
、
生
活
に
大
き
な
影一

を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、区

で
は
現
在
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
世
帯
に
対
し
て
、
二
千
円
に
相
当

す
る
灯
油
等
引
換
券
を
支
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
引
換
券
は
す
で
に
送
付
し

て
あ
り
ま
す
。

引
換
期
間
　
二
月
一
日
I
二
月
三
十

一
日

問
合
せ
先
　
民
生
係

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

入
院
助
産
制
度

妊
産
婦
が
入
院
し
て
分
娩
す
る
必

要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済

的
理
由
で
そ
の
費
用
を
支
払
う
こ
と

が
困
難
な
家
庭
の
た
め
に
、
入
院
助

産
制
度
が
あ
り
ま
す
。

次
の
二
つ
の
要
件
を
膺
た
す
方

は
、人
院
助
産
制
度
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
妊
娠
七
ヵ
月
以
上
の
区
民

▽
前
年
度
分
所
得
税
額
が
一
万
六
千
(

百
円
以
下
の
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の
　
前
年
度
分
の

所
得
税
額
(
住
民
税
額
)
の
わ
か

る
も
の
、
健
康
保
険
証
、
母
子
手

帳
、
印
か
ん

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
福
祉
事

務
所
へ
。

カルタやオセロを楽しむお年寄りたち( しまね園)

心
身
障害
者の
た
めに

手
話
通
訳
者
に
よ
る

ろ
う
あ
者
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す

福
祉
事
務
所
で
は
、
手
話
通
訳
者

が
、
ろ
う
あ
者
の
方
の
相
談
を
受
て

匍
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

相
談
日

▽
毎
月
第
一
木
曜
日
、午
後
一
時
?

四
時
、
足
立
福
祉
事
務
所
・・
ギ

住

朷
町
十
二
-
五
　
　
八
(
(
-

三

一
四
一

▽
毎
月
第
二
木
曜
日
、午
後
一
時
?

四
時
、
中
部
福
祉
事
務
所
・
:関
原

ニ
ー

ー
〇
一
一
〇
　

　
(
(

九
-

一
四
(
一

▽
毎
月
第
三
木
曜
日

、
午
後
一
時
～

四
時
、
東
部
福
祉
事
務
所
・・・
東
綾

瀬
一
一
五
一

一
七

　
六
〇
五
一

七
一
〇
五

▽
毎
月
第
四
木
曜
日
、午
後
一
時
?

四
時
、西
部
福
祉
事
務
所
・
・
・
鹿
浜

ニ
ー
ニ
四
-
-
二
　
　
八
九
七
!
五

〇
一
一

▽
毎
月
第
四
月
曜
日
、
午
後
一
時
?

四
時
、
北
都
福
祉
事
務
所
・
=竹
の

塚
ニ
ー
ニ
五
-
一
七
　

　
(
(

三

⊥
(
(

〇
〇

問
合
せ
先
　
各
福
祉
事
務
所

重
度
心
身
障
害
者
の
方
へ

家
政
婦
を

派
遣
し
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
の
方
の
い
る
ご

家
庭
に
、家
政
曄
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
　
身
体
陣
害
者
手

帳
一
・
二
級
、
愛
の
手
帳
一
圭

二

度
お
よ
び
悩
性
ヌ
ヒ
、
進
行
性
筋

萎
縮
症
で
、
日
常
生
活
上
の
介
護

を
必
要
と
す
る
方
の
い
る
世
帯
(

た
だ
し
、
福
祉
事
狢
所
か
ら
冢

庭
奉
仕
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
世

帯
を
除
き
ま
す
)

対
象
と
な
る
場
合
　
介
護
者
の
疾

病
、
出
産
、
そ
の
他
の
事
情
で
、

一
時
的
に
陣
害
者
の
生
活
機
能
が

妨
げ
ら
れ
る
場
合

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
　
食
事
の
世
話
・

洗一
・
掃
除
・
そ
の
他
身
の
回
り

の
世
話
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
か
ん
、身

体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
介

護
者
の
疾
病
を
証
明
す
る
診
断

書
、
ま
た
は
そ
れ
に
か
わ
る
も
の

な
ど

問
合
せ
先
　
援
護
係

特
別
区
民
税
(
第
四
期
)
の

納
期
限
は
す
ぎ
ま
し
た
が
、二

月
中
は
ま
だ
、銀
行
、信
用
金
庫

、信
用
組
合
、農
業
協
同
組
合

で
も
納
め
ら
れ
ま
す
(
納
税
通
知
書

を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
)

あ
な
た
の
声
を

生
か
そ
う

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
中

募
集
人
員
　
五
十
名

任
期
　
五
十
五
年
四
月
?
五
十
六
年

三
月

応
募
期
限
　
二
月
(
日

提
出
書
類
　
区
政
モ
ニ
タ
ー
申
込
一

と
簡
単
な
応
募
作
文

謝
礼
　
ア
ン
ケ
ー
ト
ヘ
の
回
答
一
回

(千
円
)

、
連
絡
会
議
へ
の
出
席

一
回
(
千
五
百
円
)

問
合
せ
先
　

応
募
賢
格
な
ど
、
く
わ

し
く
は
、
広
報
課
広
聴
担
当
へ
ど

う
ぞ
。

補助金の申請を
お 忘れな く

私立幼稚園・幼稚園類似施設の園児保護者へ

私
立
幼
稚
園
お
よ
ぴ
幼
稚
園
類

似
施
設
園
児
の
保
慶
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
区
で
は
補
助
金

を
年
二
回
に
分
け
て
支
給
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
昭
和
五
十
四
年

十
月～
昭
和
五
十
五
年
三
月
ま
で

の
六
ヵ

月
分
(
後
期
分
)
で
す
。

該
当
す
る
保
護
者
の
方
は
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
期
分
(
昭
和
五
十
四

年
四
月
?
九
月
ま
で
)
の
申
請
も

れ
の
保
護
者
も
期
限
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
匐
、
区
内
の
幼
稚
園
類
似
施

設
は
、松
山
学
園
・
黒
田
学
園
・
花

畑
団
地
幼
児
教
室
の
三
園
で
す
。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者

(
1
)
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
以
降

足
立
区
に
住
民
登
録
し
て
い
る

こ
と

(
2
)
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
頬

似
施
設
に
在
籍
し
、
次
の
生
年

月
日
の
幼
児
を
も
つ
保
護
者

・
満
五
歳
(
昭
和
四
十
(
年
四

月
二
日
?
昭
和
四
十
九
年
四

月
一
日
生
)

・
満
四
歳
(
昭
和
四
十
九
年
四

月
二
日
?
昭
和
五
十
年
四
月

一
日
生
)

(
3
)
保
育
料
を
、
完
納
し
て
い
る
こ

と

・

▽
支
給
時
期
は
、
三
月
下
旬
の
予

定
受
付
期
限
　
三
月
六
日

な
お
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
補

助
金
を
今
回
の
受
付
期
限
ま
で
に

申
請
が
な
い
と
、
補
助
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
必
ず
期
限

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
方
法

(
1
)
足
立
区
内
の
私
立
幼
稚
園
ま
た

は
幼
稚
園
類
似
施
設
に
在
籍
す

る
園
児
の
保
護
者
に
つ
い
て
は

圜
が
一
括
し
て
申
請
す
る
方
法

を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

後
期
分
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

圜
か
ら
一
括
申
請
済
み
で
す
。

(
2
)
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ
る

私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
類

似
施
設
に
在
籍
す
る
園
児
の
保

麗
者
は
本
人
か
直
接
、
教
育
委

貝
会
学
務
課
幼
児
教
育
担
当
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
(
郵
送

に
よ
る
申
請
は
、
事
故
が
多
い

た
め
受
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
)

直
接
個
人
で
申
請
す
る
と
き
に
必
要

な
も
の

▽
印
鑑
(
ゴ
ム
印
な
ど
は
不
可
)

▽
園
児
在
籍
証
明
書
(
園
児
の
生

年
月
日
の
記
入
が
あ
る
も
の
)

▽
保
育
料
納
入
済
証
明
一

ま
た
は

領
収
書
(
補
助
金
を
三
月
分
ま

で
支
給
し
ま
す
の
で
、
保
育
料

も
三
月
分
ま
で
納
入
し
た
も
の

が
必
要
で
す
)

▽
銀
行
名
・
支
店
名
・
口
座
番
号

を
確
認
で
き
る
預
金
通
帳
(
支

給
は
、
銀
行
振
込
み
に
よ
り
行

い
ま
す
)

そ
の
他

(
1
)
住
所
を
移
転
し
た
方
は
、
そ
の

区
に
住
ん
で
い
た
月
分
(
住
民

登
録
し
て
い
た
期
間
)
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
区
市
町
村
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

(
2
)
申
請
書
類
は
、
教
育
委
貝
会
学

務
課
幼
児
教
育
担
当
ま
た
は
幼

稚
圜
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
学
務
課
幼
児
教
育
担

当

す ず か け

こ
と
し
の
立

賽
は
二
月
五

日
、
こ
の
日
か

ら
、
暦
の
上
で

は
春
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す

が
、
寒
さ
は
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

昨
年
、
暮
れ
も
押
し
つ
ま
っ
た

二
十
七
日
早
朝
に
、
千
住
地
区
在

住
の
区
職
員
の
"
抜
き
打
ち
"
参

集
訓
練
を
実
施
し
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
夜
間
・
休
日
等
の
勤
務

時
間
外
に
地
震
災
害
の
非
常
事
態

が
発
生
し
た
場
合
に
、
千
住
地
区

に
住
所
を
持
つ
区
職
員
が
か
け
つ

け
て
、
区
の
災
害
対
策
本
部
設
置

ま
で
の
初
期
活
動
を
担
当
す
る
の

が
狃
い
で
す
。

地
震
災
害
に
対
す
る
区
民
の
皆

さ
ま
の
防
災
意
識
は
最
近
脣
し
く

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
区
は
食
料
、

飲
料
水
、
生
活
物
資
の
確
保
、
防

災
無
線
網
の
整
備
な
ど
と
併
行
し

て
、
区
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織

の
結
成
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
区
職
員
の
助
貝
体
制
の
確
立

も
急
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
約
三
十
分
間
に
対
象

職
貝
(
(
三
名
)
の
九
〇
%
が
区

役
所
に
集
合
し
、
馴
練
結
果
に
膺

足
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
長

長
谷
川
久
勇

ご
家
族
や
お
友
達
と

八
ミ
リ
映
画
会
を

広
報
課
で
は
、
ど
な
た
で
も
か

ん
た
ん
に
写
せ
る
『
ミ
リ
映
写
機

い
'』、
カ
セ
ヴ
ト
式
フ
ィ
ル
ム
を
貸

出
し
し
て
い
ま
す
。

八
ミ
リ
映
写
機
の

使
い
方

一
、
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト

に
差
し
込
む
。

二
、
カ
セ
″
ト
フ
ィ
ル
ム
(
フ
ィ

ル
ム
に
付
い
て
い
る
レ
y
テ
ル

を
上
に
向
け
て
)

を
映
写
機
の

フ
ィ
ル
ム
差
込
口
に
入
れ
る
。

三
、
映
写
す
る
都
屋
そ
暗
く
す
る
。

四
、
0
N

ス
イ
。
チ
を
押
す
(
映

写
開
始
)

ピ
ン
ト
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
、
コ

マ
ず
れ
な
ど
を

各
つ
ま
み
(
下

図
参
照
)
で
加

節
す
る
。

五
、
映
写
が
終
了

す
る
と
、
自
助

的
に
映
写
機
は

止
ま
り
ま
す
。

伺
か
の
事
情
で

一
時
的
に
映
写

機
を
停
止
し
た

い
場
合
は
O
F
F
ス
イ
'
チ
を

押
す
と
止
ま
り
ま
す
。
O
N
ス

イ
'
チ
を
押
す
と
、
ま
た
映
写

機
は
ま
わ
り
ま
す
。

注
意
　
カ
セ
'
ト
フ
ィ
ル
ム
は
、

映
写
を
し
な
が
ら
、
自
助
的
に

巻
き
も
ど
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

映
写
を
始
め
た
ら
、
途
中
で

や
め
ず
に
必
ず
最
後
ま
で
見
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ィ

ル
ム
が
途
中
の
ま
ま
返
却
さ
れ

る
と
次
に
利
用
す
る
方
が
困
り

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

あ
な
た
も
ど
う
ぞ

施

設

見

学

会

区
の
施
設
に
つ
い
て
、
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

区
で
は
施
設
見
学
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
都
の
施
設
を

含
め
て
、
次
の
要
領
で
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
二
十
六
日
(
火
)
・

二
十
七
日
(
水
)
の
二
日
間
(
各

日
と
も
、
午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
三
時
三
十
分
頃
の
予
定
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
漓
二
十

歳
以
上
の
方

定
員
　
一
回
二
十
五
名
、
計
五
十

名
(
た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
)

見
学
施
設
　
足
立
清
掃
工
場
(
写

真
)
、
老
人
会
館
、
竹
の
赧
温

水
プ
ー
ル
、竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

、

教
青
セ
ン
タ
ー
他

申
込
期
間
　
二
月
五
日
?
九
日

(
九
日
は
正
午
ま
で
)

参
加
費
　
無
料
(
昼
食
は
、
こ
ち

ら
で
用
意
し
ま
す
)

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

一

新
で
広
報
課
へ

。
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み
ん
な
の
力
で

不
満
の
な
い
生
活
を

あ
な
た
の
た
め
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー

皆さんが日常使っている生活用品の品質・性能・

安全性などに、不安や疑問をもったり、消費生活

に関する苦情や相談がある場合は、お気軽に消費

者センターをご利用ください。皆さんと一緒に考

え、解決のためのお手伝いをします。

消費者センター　　870- 1301

試
買
テ
ス
ト

中
華
ど
んぶ
り
を

調
べ
て
み
ま
し
た

中
華
ど
ん
ぷ
り
や
、
中
華
皿
な
ど

の
セ
ト
モ
ノ
に
描
か
れ
て
い
る
極
彩

色
の
絵
は
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま

せ
食
事
に
欄
い
を
与
え
ま
す
。

し
か
し
、
質
の
悪
い
租
々
の
色
の

う
わ
薬
や
、
色
絵
具
を
使
用
し
た
も

の
、
特
に
色
を
鮮
や
か
に
し
よ
う
と

し
て
、
絵
付
焼
成
の
温
度
を
低
く
し

た
ど
ん
ぶ
り
や
皿
か
ら
は
、
使
用
中

に
鉛
や
カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
の
金
属
が

溶
け
出
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

恐
い
鉛
や

カ
ド
ミ
ウ
ム

鉛
や
カ
ド
ミ
ウ
ム
を
大
量
に
と
る

と
、
貧
血
や
お
う
吐
な
ど
身
体
に
障

害
を
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、区
内
で
販
売
さ
れ
て

い
る
三
十
六
種
類
の
申
率
ど
ん
ぷ
り

や
皿
に
つ
い
て
、鉛
と
カ
ド
ミ
ウ
ム

の
溶
出一
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

陶
磁
器
安
全
管
理
委
員
会
お
よ
ぴ

陶
磁
器
安
全
マ
ー
ク
管
理
委
員
会
で

は
、(
同
会
の
定
め
る
テ
ス
ト
方
法

に
よ
り
)
鉛
は
七
P
P
M
以
下
、
カ

ド
ミ
ウ
ム
は
〇
・
五
P
P
M
以
下
の

溶
出
は
適
合
と
し
て
い
ま
す
。

テ
ス
ト
紬
杲
は
次
下
表
の
と
お
り

で
全
検
体
適
合
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
鉛
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
の
重

金
揶
は
少一
と
は
い
え
、
体
内
に
取

り
入
れ
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

安
全
マ
ー
ク
の

確
認
を

申
華
ど
ん
ぷ
り
や
皿
を
購
入
す
る

際
は
、
絵
の
色
彩
が
鮮
や
か
で

、
そ

の
絵
を
手
で
さ
わ
っ
て
ザ
ラ
ザ
ラ
す

る
も
の
は
避
け
、
陶
磁
器
安
全
マ
ー

ク
の
つ
い
た
製
品
に
し
ま
し
″
う
。

ま
た
使
用
の
際
は
、
食
酢
や
果
汁
の

よ
う
な
酸
性
の
液
を
入
れ
る
と
金
S

が
溶
出
し
や
す
い
の
で

、
長
時
間
の

入
れ
っ
ぱ
な
し
は
や
め
ま
し
I
つ
。

食
品
衛
生
法
で
は
、
重
金
属
な
ど

が
食
品
か
ら
溶
出
し
な
い
よ
う
一
定

の
規
格
を
定
め
て
い
ま
す

。し
か
し
、

こ
の
規
準
は

、
食
器
に
食
品
や
口
が

触
れ
る
都
分
に
つ
い
て
だ
け
で
、
食

品
や
口
の
触
れ
な
い
都
分
に
つ
い
て

は
、規
格
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
従
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
皿
な
ど
は
、

食
品
に
直
接
触
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
規
準
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
食
品
を
の
せ
る
食
器
な
ど

へ
の
転
用
は
お
避
け
く
だ
さ
い
。

あなたもかしこい消費者に

安全マーク調 査結果濃度別検出 数( 鉛)

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

巡

回

講

座

暮
ら
し
の
中
の
身
近
な
問
題
に
つ

い
て
勉
強
し
た
い
が
、
w
費
者
セ
ン

タ
ー
ま
で
は
遠
い
し

、
時
間
的
な
余

裕
も
な
い
な
ど
で
、
良
い
方
法
を
探

し
て
い
る
方
の
た
め
に
、
消
費
者
セ

ン
タ
ー
で
は
「
巡
回
講
座
J

け

て
い
ま
す
。

ご
近
所
の
方
々
、
婦
人
会
、
P
T
A

、
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、

消
費
生
活
に
関
す
る
勉
強
会
を
地
元

で
行
い
た
い
場
合
、
人
数
が
二
十
名

以
上
集
ま
り
ま
し
た
ら
、
日
時
・
場

所
・
テ
ー
マ
・
人
数
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
実
験

鮃
材
、
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
教
材

な
ど
を
携
え
、
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や

専
門
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。(
費
用

は
無
料
で
す
)

最
近
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ

▽
合
成
洗
剤
の
安
全
性
に
つ
い
て

▽
化
粧
品
の
弊
害
　
▽
見
直
そ
う

子
供
の
お
や
つ
'
　▽
食
品
添
加
物

と
子
供
の
健
康

実
験
　
▽
(
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
で

ん
粉
の
検
出
テ
ス
ト
　
　▽
ジ
ュ
ー

ス
類
の
合
成
着
色
料
の
検
出
テ
ス

ト
　
▽
ジ
ュ
ー
ス
類
の
糖
分
含
有

量
テ
ス
ト

問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー

消 費 者 教 室

◎ 時間　いずれの教室も午後2時～4時( 費用無料)
◎ 定員　30名( 申込順)
◎ 申込方法　電話で消費者センター( 　870- 1391) へお申し込みください。

お
米
は
登
録
店
で
賈
い
ま
し
ょ
う

お
米
は
、
知
事
の
登
録
を
受
け

て
い
な
い
店
で
の
販
売
は
で
き
ま

せ
ん
。

登
録
店
の
お
米
は
、
日
本
般
物

検
定
協
会
の
揩
導
の
も
と
に
、
検

査
員
が
お
米
の
品
質
等
を
厳
重
に

チ
エ
'
ク
し
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。

登
録
店
に
は
、
東
京
都
発
行
の

「
小
売
販
売
業
者
甲
登
録
票
」
が

掲
げ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、消
費
生
活
係
へ
。

知っ ておき たい

クーリングオフ制度
―悪質な訪問販売に対処―

消

火

器

販

売

の

例

消
防
署
の
方
か
ら
(
実
際
は
消
防
署

の
方
角
か
ら
)
来
た
と
言
っ
て
、

い
か
に
も
権
威
あ
り
そ
う
に
消
火
器

を
調
べ
売
り
つ
け
た
り
、
消
火
器
を

設
置
す
る
こ
と
が
法
律
で
決
っ
た
と

か
、
町
会
で
決
っ
た
と
言
っ
て
売
り
つ

け
る
。

避

妊

器

具

販

売

の

例

保
健
所
の
方
か
ら
出
産
計
画
に
つ

い
て
話
し
に
来
ま
し
た
。
母
子
手
帳
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
。
避
妊
さ
れ
て

い
ま
す
か
と
好
意
的
に
話
し
か
け
、
避
妊

器
具
を
売
り
つ
け
る
。

最
近
、
上
配
に
あ
げ
た
相
映
事
例

の
よ
う
な
、
公
的
機
関
と
関
係
が
あ

る
と
思
わ
せ
て
の
防
問
販
売
が
ふ
え

て
い
ま
す
。

家
庭
を
防
問
す
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン

か
ら
、
自
動
販
売
機
や
教
材
な
ど
の

商
品
惷
購
入
し
た
後
、
解
約
し
た
い

と
思
っ
た
ら
、契
約
し
た
日
を
含
め

て
四
日
以
内
な
ら
可
能
で
す
。(
ク

・
Iリ
ン
グ
オ
フ
制
度
)

た
だ
し
、
す
で
に
全
額
を
支
払
っ

た
り
、
乗
用
車
や
化
粧
品
等
の
消
耗

品
に
つ
い
て
は
、一
旦
使
用
し
た
も

の
は
解
約
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
は
、

防
問
販
売
な
ど
特
殊
販
売
か
ら
起
こ

る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
き
、購
入

者
に
冷
静
に
考
え
る
期
間
を
股
け
た

も
の
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る
契
約
解

除
の
通
知
は
、
口
頭
や
寓
話
連
絡
で

は
後
日
ト
ラ
プ
ル
の
も
と
に
な
り
ま

す
。
通
知
を
四
日
以
内
に
し
た
と
い

う
証
拠
を
残
す
た
め
に
「
内
容
証
明

郵
便
」
を
利
用
し
ま
し
″
う
。

内
容
証
明
書
の
用
紙
は
文
具
店
で

売
っ
て
い
ま
す
。
褓
写
し
た
三
枚
の

通
知
文
と
封
筒
を
用
意
し
、
次
の
各

本
局
へ
持
参
し
、証
明
を
受
け
て
か

ら
封
入
し
て
く
だ
さ
い
。

本
局
　
▽
足
立
郵
便
局
　
▽
足
立
西

郵
便
局
　
▽
足
立
北
郵
便
局

取
扱
時
間
　
午
前
(
時
?
午
後
(
時

(
休
日
は
午
前
(
時
?
正
午
)

く
わ
し
く
は
、灣
費
者
セ
ン
タ
ー

へ
。

消
費
生
活
相
談

買
い
物
相
談
、
苦
情
相
談
、・
そ

の
他
消
費
生
活
全
般
に
つ
い
て
の

ご
相
談
を
、
専
任
の
消
費
者
相
談

員
が
お
受
け
し
ま
す
。
ど
ん
な
小

さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
一

者
相
岐
を
さ
れ
る
と

き

は
、
い
つ
・
ど
こ
で
・
い
く
ら
で

買
っ
た
の
か
、
ま
た
メ
ー
カ
ー
名

や
型
式
・
製
造
番
号
、
ラ
ベ
ル
・

レ
シ
ー
ト
頻
を
確
認
の
う
え
、な

る
べ
く
現
物
を
添
炙
-
苦
情
内
容

を
で
き
る
だ
け
く
わ
じ
く
お
願
い

し
ま
す
。

受
付
日
時
　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜

日
　
午
前
十
時
?
午
後
四
時

※
な
お
、一
晒
で
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、消
費
者
テ
レ
フ
ォ
ン
(
　
八

七
〇
-
一
三
〇
一
)
`
耆
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

健康づくりと食生活

職場と家庭を
結 ぶ 食事展

日
時
　
一
万
二
十
日
-
{
水
}
午
前

十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
産
業
振
興
館
二
階
ホ
ー
ル

展
示
　
▽
区
内
の
職
場
給
食
、老

人
施
設
の
献
立
と
実
吻
　
▽
区

内
小
中
学
校
・
保
育
園
の
給
食

の
献
立
と
実
物
　
▽
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
家
庭
の
朝
・
昼
・

夕
・
弁
当
な
ど
の
献
立
と
実
物

▽
一
般
区
民
か
ら
の
応
4
に
よ

る
献
立
と
実
物
(
肥
濟
の
解

消
、
糖
尿
予
防
等
)
　
▽
テ
ー

マ
別
パ
ネ
ル
展
示
(
塩
、
中
性

脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、糖
、

植
物
油
、
単
位
式
食
事
等
)
　

▽
食
品
衛
生
展
示
(
中
毒
の
予

防

、
添
加
物
等
)

相
談
コ
ー
ナ

ー
　
▽
栄
養
相
岐
　

▽
食
品
衛
生
相
談
　
▽
消
費
者

相
談

映
画
　
▽
脳
卒
中
を
防
ぐ
食
生
活
　

▽
食
品
衛
生
の
晒

※
な
お
、入
場
は
無
料
で
す
。お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
保
健

所
、
ま
た
は
保
健
相
談
所
へ
。

ご
存
知
で
す
か

区
の
安
売
り
デ
ー

区
で
は
、
生
鮮
食
品
の
安
売
り

を
小
売
巣
者
の
協
力
に
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。

次
の
表
示
の
あ
る
お
店
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
豚
肉
　
赤
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お

店
で

、毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日

○
魚
　
青
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

で

、
毎
月
第
三
金
一
日

○
青
果
物
　

緑
の
ノ
レ
ン
の
あ
る

お
店
で

、
毎
月
第
三
水
曜
日

く
わ
し
く
は

、灣
S
生
后
係
へ
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

足
立
区
小
売
市
場

区
で
は
、
昨
年
一
月
か
ら
小
売

市
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

対
す
る
利
便
の
提
供
と
、
生
鮮
食

品
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
物
賢
の

適
正
な
価
格
に
よ
る
安
定
供
給
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

鹿
浜
小
売
市
場
　
鹿
浜
五
-
二
四

-
一
〇
六
　
都
営
鹿
浜
五
丁
目

団
地
内
　
　
(
九
七一
五
六
四

五
舎
人
小
売
市
場
　
舎
人
二
、匸
一

二
　
都
営
舎
人
第
二
団
地
内
　

　
八
九
九
―
一
七
七
〇

問
合
せ
先
　
消
費
生
活
係

米
飯
提
供
業
者
の
方

登
録
の
更
新
を
お
忘
れ
な
く

飲
食
店
、
旅
館
等
米
飯
絳
供
業

者
は
、
三
年
ご
と
に
登
録
更
新
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
　
昭
和
五
十
二
年
度
登
録
業

者
申
請
期
間
　
二
月
二
十
日
～
二
十

二
日

持
参
す
る
も
の
　
旧
登
録
票
、保

健
所
の
営
業
許
可
証
、
印
か
ん

更
新
手
数
科
　
(
百
円

※
な
お
、
食
品
衛
生
法
に
よ
る
営

業
許
可
を
受
け
て
営
業
し
て
い
る

業
者
で
、
ま
だ
米
飯
提
供
業
者
の

登
録
を
し
て
い
な
い
方
も
、
併
せ

て
受
付
け
ま
す
。

こ
の
場
合
の
手
歎
料
は
、
千
五

百
円
で
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
消
費
生
活
係

十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を

貸
出
し
し
て
い
ま
す

消
費
者
セ
ン
ター
で
は
、
消
費

生
活
の
合
理
化
と
商
品
知
識
の
啓

発
の
た
め
に
、
無
料
で
十
六
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

題
名
　
▽
か
し
こ
い
消
費
者
か
ら

行
助
す
る
消
費
者
へ
　
▽
母
と

子
の
消
費
者
教
育
　
▽
見
な
お

そ
う
わ
が
子
の
お
や
つ
そ
の
安

全
性
と
栄
養
　
▽
た
べ
も
の
を

考
え
る
　
▽
合
成
洗
剤
は
安
全

か
　
▽
見
な
お
せ
あ
な
た
の
化

粧
法
　
▽
浪
費
へ
の
挑
戦
　
▽

家
庭
一

気
器
具
の
上
手
な
使
い

原

掃
除
機
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
'

貸
出
期
間
は
三
日
以
内
で
本
数

は
二
本
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
区

内
在
住
で
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映

写
賢
格
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
(
　
八
七
〇
-
一
三
九
一
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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休日・ 夜間の災害に備えて

区職員参集訓練を実施

災害はいつやってくるかわ

かりません。避難経路の確認・

家族の集合場所などを、今一

度、家族ぐるみ、地域ぐるみで

話し合い、いざ とい う時 のた

めに備えておきまし ょう。

十
二月二
十
七日
午
前六
時
五〇
分

関
東
地
方
に
大
地
震
発
生

区
で
は
、
去
る
十
二
月
二
十
七
日

「
午
前
六
時
五
十
分
、
関
東
地
方
を

中
心
に
大
地
震
が
発
生
」
と
の
訓
練

想
定
に
よ
り
、
職
員
の
参
集
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
馴
練
は
休
日
・
夜
間
等
に
大

地
震
等
の
非
常
災
客
が
発
生
し
た
場

合
、
災
害
対
策
本
都
の
設
置
前
に
、

千
住
地
区
に
居
住
す
る
職
員
で
臨
時

災
害
対
芦
本
都
を
段
置
し

、
情
報
の

収
集
等
を
行
う
た
め

、
何
人
の
職
員

が
参
集
で
き
る
か
を
調
査
す
る
た
め

実
施
し
た
も
の
で
す
。

馴
練
は

、
あ
る
日
突
然
と
い
う
こ

と
で
、
対
象
職
貝
に
は
事
前
に
馴
練

日
時
を
連
絡
せ
ず
、抜
き
打
ち
に
「
職

員
は
馴
練
想
定
に
基
づ
き
、
直
ち
に

参
集
せ
よ
」
と
の
指
令
を
電
話
で
伝

え
る
方
法
を
と
り
ま
し
た
。

参
集
状
況
は
、
発
儻
後
十
五
分
以

内
に
四
〇
%
2
二
十
五
分
後
に
九
〇

%
の
職
貝
が
参
集
し
、
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
(
骸
当
職
貝
(
十
三

名
)

▽
参
集
者
…
七
十
五
名
(
九
〇
%
)

▽
不
在
・
懼
話
連
絡
の
と
れ
な
か
っ

た
も
の
上
(
名
(
七
%
)

▽
病
気
・・・
二
名
(
二
%
)

現
在
区
で
は
、
こ
の
訓
練
の
結
果

を
一
つ
の
賢
料
と
し
て

、
非
常
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
区
の
被
害
の
軽

減
対
策
や
災
害
復
旧
に
お
け
る
職
員

の
初
動
態
勢
を
万
全
な
も
の
に
す
る

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

な
お
、
大
地
震
等
に
よ
る
災
害
に

対
し
て
は
、
区
民
の
冷
静
な
行
動
と

協
力
が
必
要
で
す
。

防
災
区
民
組
織
な
ど
を
中
心
と

し
、
日
頃
の
馴
練
や
防
災
意
識
の
高

搗
に
心
掛
け
、
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
防
災
課
へ

。

緊
急
非
常
配

備
職
員
参
集

せ
よ
。

第
二
回
区
内
河
川
の

魚
類
生
息
実
態
調

査

区
で
は
、
昨
年
九
月
に
つ
づ
い
て

来
る
二
月
十
二
日
よ
り

、
区
内
河
川

に
生
息
す
る
魚
類
の
実
態
調
査
を
行

い
ま
す
。

昨
年
の
調
査
で
は
、
コ
イ
や
フ
ナ

や
タ
ナ
ゴ
な
ど
九
種
類
、
三
三
〇
匹

を
確
認
し
、
ま
た
、
中
川
・
花
畑
川
・

胼

等
に
は
、
多
く
の
魚
が
生
息
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。そ

こ
で
区
で
は
、
今
後
こ
れ
ら
一

連
の
調
査
結
果
を
区
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
、
河
川
の
浄
化
対
策
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。な

お
、
今
回
の
調
査
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

本
調
査
(
投
網
に
よ
る
調
査
)

▽
二
月
十
二
日
・・・
花
畑
川
・
中
川

▽
二
月
十
三
日
・・・
垳
川
・
毛
畏
川

▽
二
月
十
四
日
・・・
荒
川
・
隅
田
川

補
足
調
査
(
四
ツ
手

、
ぴ
ん
ど
う
に

よ
る
調
査
)

▽
二
月
十
(
日
・・・
毛
長
川
・
垳
川
・

綾
瀬
川

▽
二
月
十
九
日
…
荒
川

問
合
せ
先
　
公
害
課

香典返しはやめましょう

虚礼廃止運動

香
典
返
し
は
、
古
来
か
ら
広
い

地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
す

が
、
お
返
し
を
す
る
施
主
は
家
族

を
亡
く
し
た
悲
し
み
の
う
ち
に
、

お
返
し
品
の
購
入
や
発
送
の
心
配

な
ど
、
気
苦
労
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
香
典
を
贈

る
人
も
、
あ
ら
か
じ

め
お
返
し
を
考
慮
し

て
つ
い
多

額

に
な

り
、
お
返
し
さ
れ
た

品
は
押
入
れ
等
に
お

し
込
ん
で
、
宝
の
持

ち
ぐ
さ
れ
に
な
っ
て

し
ま
・つ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

足
立
区
新
生
活
運

助
推
進
委

員

会
で

・
は
、
香
典
返
し
を
辞

退
す
る
趣
旨
を
印
刷
し
た
香
典
袋

を
取
交
わ
し
、
こ
の
運
助
の
推
進

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
の
風
習
を
変
え
よ
う
と

す
る
こ
と
は
、
一
人
で
は
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
ぐ
る
み
、

職
場
ぐ
る
み
の
運
動
か
ら
お
互
い

の
理
解
を
生
み
、
は
じ
め
て
成
果

が
現
わ
れ
る
も
の
で
す
。
紙
門
松

も
風
情
が
な
い
と
か
反
対
の
声
も

あ
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
、
今
で

は
大
部
分
の
家
庭
で

利
用
さ
れ
る
よ
う
心

な
り
ま
し
た
。

香
典
返
し
の
廃
止

も
、
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
に
よ
り
「
香

典
は
故
人
を
し
の
ん

で
贈
る
も
の
。
お
返

し
は
し
な
い
、受
け

取
ら
な
い
」
と
い
う

風
習
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
運
助
を
す
す
め
る

う
え
で
の
ご
相
談
は

、
足
立
区
新

生
活
連
動
推
進
委
員
会
事

務
局
(

珮
鷹
課
)
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
り
合
い
の
精
神
で

死
亡
事
故
半
減

昨
年
一
年
間
で
起
き
た
、
区
内
の

交
通
事
故
の
統
計
が
こ
の
ほ
ど
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

と
れ
に
よ
る
と
昨
年
中
の
事
故
の

総
数
は
、
六
、
0
六
二
件
で
す
。
そ

の
う
ち
ご
二
三
・
九
%
に
あ
た
る
二
、

0
五
四
件
の
事
故
が
人
身
事
故
で
し

た
。
つ
ま
り
、
事
故
が
三
件
起
き
る

と
、
そ
の
中
の
一
件
は
人
身
事
故
と

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

昭
和
五
十
三
年
中
区
で
は
、
死
亡

事
故
が
三
一
件
と
い
う
都
内
で
最
も

不
幸
な
事
故
件
数
を
記
録
し
ま
し
た
I

♂
4

が
、
皆
さ
ん
の
ご
譌
方
で
昨
年
は
、

半
数
の
一
六
件
に
押
え
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
区
内
の
事
故
総
数
に
対

し
、
三
七
九
件
に
、
一
件
の
割
合
で

死
亡
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
軽
い

小
さ
な
事
故
も
重
大
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。今
年
も
ゆ
ず
り
合
い
の
精

神
で
。足
立
区
か
ら
交
通
事
故
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
、
交
通
安
全
係
へ
。

雑
草
は
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
あ
き
地

は
、ゴ
ミ
捨
て
場
に
な
り
や
す
く
、

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
火
災
の
心
配

も
多
く
な
り
ま
す
。

区
で
は
、
あ
き
地
の
管
理
条
例

を
定
め
て
、
土
地
の
所
有
者
や
管

理
者
が
、
雑
草
を
処
理
す
る
よ
う

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
土
地
所
有

者
は
、
付
近
の
人
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
急
い
で
刈
り
取
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
付
近
に
雑
草
繁

茂
地
か
あ
る
楊
合
は
、
区
役
所
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
に
委
託
し
て
刈
り
取

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、生
活
環
礁
係
へ
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
を
尊
重
し
差
別
を
な
く
す

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う

か
(
3
)

世
界
人
権
宜
言
に
は
「
人
頬
社

会
の
す
べ
て
の
構
成
員
の
固
有
の

尊
巌
と
、
平
等
で
譲
る
こ
と
の
で

き
な
い
権
利
と
を
承
認
す
る
こ
と

は
、世
界
に
お
け
る
自
由
、
正
義

及
ぴ
平
和
の
基
礎
で
あ
る
。
人
権

の
無
視
と
軽
侮
と
は
、
人
類
の
良

心
を
ふ
み
に
じ
っ
た
野
蛮
行
為
を

生
ぜ
し
め
、
ま
た
、人
間
が
言
論

及
ぴ
信
仰
の
自
由
と
恐
怖
及
ぴ
欠

乏
か
ら
の
自
由
と
を
享
有
す
る
世

界
の
到
来
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち

の
最
高
の
願
望
と
し
て
宜
言
さ
れ

た
。
」
(
前
文
の
一
都
)
と
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。

平
和
と
基
本
的
人
権
を
保
障
す

る
「
世
界
人
権
宜
言
」
は
一
九
四
(

年
に
国
際
連
合
第
三
回
総
会
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
世
界
人

権
宜
言
は
法
的
拘
東
力
は
も
ち
ま

せ
ん
が
、
そ
の
遭
義
的
意
義
は
大

き
く
、
日
本
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
で
宜
言
の
目
的
を
実

現
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
宜
言
は
、
す
べ
て
の
人
々

が
基
本
的
人
権
に
つ
い
て

、
お
互

い
に
認
め
合
い
、
尊
重
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

し
か
も
、
人
権
宜
言
を
よ
り
効

果
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
一
九

六
六
年
に
国
際
連
合
で
「
国
際
人

権
規
約
」
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ

れ
は

「
経
済
的
・
社
会
的
お
よ
ぴ

文
化
的
権
利
に
関
す
る
規
約
」
と

「
市
民
的
お
よ
ぴ
政
治
的
権
利
に

関
す
る
規
約
」
と
の
二
つ
の
文
書

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
条
約
で
あ

り
、
「
内
外
人
平
等
、
無
差
別
」

の
大
原
則
に
立
っ
て
、
基
本
的
人

権
を
国
内
法
を
こ
え
て
国
際
的
に

保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

人
間
を
人
種
、
皮
膚
の
色
、性

、

言
語
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
、
国

籍
な
ど
に
よ
っ
て
差
別
す
る
こ
と

な
く
、
す
べ
て
の
人
間
を
人
間
と

し
て
尊
重
す
る
こ
と
を
、
締
約
国

に
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り

、「
人

権
」
を
国
際
的
に
保
障
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

日
本
も
、
昨
年
の
五
月
「
国
際

人
権
規
約
」
を
批
准
し
、
そ
の
締

約
国
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

的
な
人
権
尊
重
国
家
の
グ
ル
ー
プ

の
一
員
と
し
て
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

保
健
所だ
よ
り

成
人
病
検
診

検
診
日
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
九

時
～
十
時

検
診
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
区
内
に
居
住
す
る
濟
三
十

歳
以
上
の
方

費
用
　
五
千
円

検
査
項
目
　
心
電
図
一
眼
底
・

尿
・
血
液
検
査
な
ど
約
三
十
項

目
※
冐
・
子
官
が
ん
検
診
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん

申
込
方
法
　
一
話
に
よ
る
予
約
制

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

　
(
五
五
-
四
一
五
一

胃

の

検

診

子
宮
が
ん
検
診

□
胃
の
検
診

検
診
日
　
三
月
十
日
・
十
七
日
・
二

十
四
日
・
三
十
一
日
の
午
前
中

検
診
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
区
内
在
住
の
満
三
十
五
歳

以
上
の
方
で
、
過
去
一
年
以
内
に

胃
の
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

定
員
　
百
四
十
名

費
用
　
一
次
検
診
に
つ
い
て
は
無
料

で
す
か
、
精
密
検
査
が
必
要
の
場

合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が
区
内
の

医
療
霜
7

裳

診
勧
擘
4

す
(
た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
費
用

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
)

注
意
事
項
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
冐

の
手
術
を
し
た
方
や
、
胃
病
で
治

療
中
の
方
は
検
診
で
き
ま
せ
ん

※
な
お
、
申
し
込
み
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
、
ま
た
希
望
日
以
外

の
日
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

□
子
宮
が
ん
検
診

検
診
日
　
三
月
三
十
一
日
(
月
)

検
診
場
所
　
東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン

タ
ー
(
国
電
御
茶
の
水
駅
下
車
)

対
象
　
区
内
在
住
の
膺
三
十
歳
以
上

の
女
性
で
、過
去
一
年
以
内
に
子

宮
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

定
員
　
七
十
五
名

費
用
　
無
料

注
意
事
項
　
生
理
中
の
方
や
婦
人
科

医
で
治
療
中
の
方
は
検
診
で
き
ま

せ
ん
。

申
込
期
間
　
い
ず
れ
も
、二
月
五
日
～

十
一
日
(
当
日
消
印
有
効
)

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
、(
ガ
キ
記

入
例
(
左
上
)
を
参
考
に
往
復
(

ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、
足

立
保
鍵
所
(
〒
1
2
1伊
興
町
前
沼
一

一
五
七
-
六
　
　
(
五
五
―
四
一

五
一
)

胃
腸
病
予
防
の

栄
養
講
習
会

日
時
　
二
月
十
五
日
(
金
)
午
後
一

時
三
十
分

場
所
　
足
立
保
健
所
栄
養
室

内
容
　
胃
腸
病
予
防
の
食
事
(
お
話

と
調
理
実
演
)

定
員
　
四
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
よ
る
予
約
制

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
栄

養
担
当
(
〒
Ⅲ
伊
興
町
前
沼
一
一

五
七
-
六
　
　
(
五
五
-
四
一
五

一
)妊

婦
さ
ん
の
た
め
の

栄

養

講

習

会

日
時
　
二
月
十
二
日
(
火
)
午
後
一

時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

場
所
　
中
央
本
町
保
健
相
岐
所

内
容
　
▽
妊
娠
中
の
食
事
と
調
理
実

演
　
▽
妊
娠
中
毒
症
、
貧
血
予
防

食
　
▽
授
乳
中
の
栄
養
に
つ
い
て

定
員
　
先
着
三
十
名

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　

中
央
本
町
保
健

相
談
所
　

　
(
(

〇
-
一
一
六
五

ハガキ の記入例

※ 子宮がん検診の鳩合は｢子官がん検珍｣と記人

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

特
別
経
済
講
演
会

区
と
東
京
商
工
会
議
所
足
立
支

部
で
は
、
一
九
(
〇
年
代
の
初
頭

に
あ
た
り
、
専
門
家
を
招
き
特
別

経
済
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
十
九
日
(
火
)
午
後

二
時
?
四
時

場
所
　
産
業
振
興
館

講
師
　
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
金
森
久
雄
氏

演
題
　
「
「
〇
年
代
の
経
済
展
望
」

激
変
す
る
経
済
の
ゆ
く
え
と
中

小
企
業
経
営

問
合
せ
先
　
商
工
係
、ま
た
は
東

京
商
工
会
鵬
所
足
立
支
部
　

　
(
(

一
―
九
二
〇
〇

ご
来
場
く
だ
さ
い

足
立
区
新
作
優
良
家
具
見
本
市

区
で
は
、
地
場
産
業
の
振
興
育

成
と
、区
民
の
方
々
に
広
く
現
状

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、足
立

家
具
工
業
会
と
共
催
し
、
区
内
家

具
メ
ー
カ
ー
の
新
作
家
具
の
「
見

本
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、会
場
で
は
刃
物
の
研
磨

無
料
サ
ー
ビ
ス
、鎌
倉
彫
・
い
す

張
り
の
実
演
等
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
十
五
日
?
十
六
日
　

午
前
九
時
?
午
後
五
時

場
所
　
産
業
振
興
館

問
合
せ
先
　
商
工
係

住
宅
修
繕
宅
地
整
備
資
金
に

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

現
在
住
ん
で
い
る
住

宅
の
修

繕
、
ま
た
は
宅
地
の
整
備
を
し
よ

う
と
お
考
え
の
方
、
賢
金
不
足
で

お
困
り
の
と
き
、
融
賢
あ
っ
せ
ん

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
住
宅
　
居
住
都
分
の

床
面
積
が
百
三
十
二
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
で
、
全
体
の
床
面
積

の
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
(

新
築
・
増
改
築
は
該
当
し
ま

せ
ん
)

対
象
と
な
る
宅
地
　
敷
地
面
積
が

三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

で
、
対
象
と
な
る
住
宅
が
建
設

さ
れ
て
い
る
こ
と
(
雖
替
え
の

場
合
、
鏤
替
え
後
も
居
住
す
る

こ
と
)

資
格
　
▽
区
内
に
一
年
以
上
住
所

を
有
す
る
こ
と
　
▽
住
民
税
を

完
納
し
て
い
る
こ
と
　
▽
年
齢

が
二
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
で
あ

る
こ
と
　
▽
連
帯
保
証
人
を
つ

け
ら
れ
る
こ
と

融
資
額
　
二
士
万
円
?
百
五
十
万

円
利
率
　
年
五
%
(
実
質
申
込
者
負

柤
)

償
還
　
五
年
以
内
の
元
金
均
等
月

賦
取
扱
金
融
機
関
　
富
士
銀
行
、
足

立
僂
用
金
庫
、成
和
偉
用
金
庫
、

足
立
農
協
の
区
内
本
支
店

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
(
区
民
係
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す
)
に
住
民

禀
、
納
税
証
明
奮
、
工
事
見
積

書
等
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係

〝
足
立
区
教
育
百
年
の
あ
ゆ
み
″
予
約
受
付
中

頒
価
七
千
二
百
円
で
、二
月
末
日
ま
で
予
約
受
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
(
　
(
五
〇
I
(
(

〇
一
)
へ

。
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婦
人
水
泳

初
心
者
教
室

日
時
　
三
月
七
日
・
(
日
・
十
一
日

・
十
三
日
・
十
四
日
の
五
日
闃
、

時
間
は
い
ず
れ
も
、午
前
九
時
三

十
分
?
十
一
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
瞿
温
水
プ
ー
ル
(
竹
の

塚
駅
よ
り
徒
歩
二
十
分
、
ま
た
は

北
千
住
駅
・
竹
の
覈
駅
よ
り
清
掃

工
場
行
バ
ス
終
点
下
車
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
婦
人
で
、

五
日
間
受
講
で
き
る
方

内
容
　
初
心
者
を
対
象
に
正
し
い
泳

法
の
指
4
を
行
い
ま
す

定
員
　
百
名
(
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は

、
抽
選
に
よ
り
参
加
者
を
決

定
し
ま
す
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名

、年
齢
、一

話
番
号
を
記
入
の

う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
往

復
(

ガ
キ
以
外
の
申
し
込
み
は
お

断
り
し
ま
す
)

申
込
期
間
　
二
月
五
日
～
十
日
(
消

印
有
効
)

注
意
事
項
　
▽
健
康
診
断
一
(

一
ヵ

月
以
内
の
も
の
)
を
初
日
に
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
　
▽
参
加
中

は
必
ず
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
　
▽
参
加
者
は
指
導
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　

竹
の
塚
温
水
プ

ー
ル
水
泳
教
室
担
当
(
〒
1
2
1西
保

木
問
四
-
一
〇
-一
一
　
　
(
五
〇
-

一
二
三
二
)

講

習

会

の

日

程

が

変

わ

り

ま

す

エ
ア
ラ
イ
フ
ル
場
を
佃
人
で
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
習
会
が
二

月
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

変
更
後
　
毎
月
第
二
日
昭
日
、午
後

五
時
か
ら

問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
　
　
(
五
九
-
(
二
一
一

臨

時

休

館

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は

毎
週
月
瑠
日
に
休
館
し
て
お
り

ま
す
が
、
電
気
・
機
械
等
保
守

点
検
な
ら
ぴ
に
館
内
整
備
の
た

め
、
二
月
二
十
六
日
(
火
)
は

鴎
時
休
館
し
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お

気

軽
に

ご

参

加

を

区

民

ス

ポ

ー

ツ

大

学

区
内
の
ス
ポ
ー
ツ
指
4
者
が
、
よ

り
一
一
効
果
的
な
指
導
が
で
き
る
よ

う
、
科
学
的
な
知
識
と
技
術
を
修
得

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
大

学
を
開
維
し
ま
す
。

対
象
　
体
育
指
導
委
員
、
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
、
学
校
教
職
員
、
体
育

団
体
関
係
者
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者

定
員
　
二
百
名
(
定
員
に
な
り
次
第

締
切
)

受
講
料
　
無
料
(
教
材
贊
は
実
費
)

申
込
方
法
　
直
接
、
ま
た
は
(
ガ
キ

に
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
自

宅
お
よ
ぴ
勤
務
先
の
電
晒
番
号
、

ユ
ポ
ー
ツ
指
導
歴
と
そ
の
種
目
を

明
記
の
う
ぇ

、
体
育
課
(
〒
1
2
0千

住
一
-
五
〇
)
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

《
注
意
》
参
加
者
は
、筆
記
用
具
、

運
動
靴
、
運
動
の
で
き
る
服
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課

中

高

年

の

た

め

の

健

康

と

ス

ポ

ー

ツ

セ

ミ

ナ

ー

四
十
歳
を
過
き
た
あ
な
た
、
疲
労

や
倦
怠
感
を
感
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
始

め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
?

体
育
課
で
は
、運
助
生
理
・
ス
ポ
ー

ツ
医
学
・
栄
養
と
い
う
要
素
か
ら
な

る
健
康
増
進
・
体
力
づ
く
り
の
た
め

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
全
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
継
続
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら

始
め
よ
う
と
す
る
方
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
を
指
導
し
て
い
る
方
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
十
九
日
(
火
)～
二
十

日
(
水
)
午
後
六
時
三
十
分
?
(

時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
七
階
大
会
議
窒

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
十
(
歳

以
上
の
方

定
員
　
百
名
(
定
員
に
な
り
次
第
締

切
)

講
師
　
吉
岡
儻
太
郎
(
千
葉
大
講
師

・
足
立
区
体
育
指
導
委
貝
)

申
込
方
法
　
直
接
、
ま
た
は
(
ガ
キ

に
よ
り
体
育
課
(
〒
1
2
0千
住
一
1

五
〇
)
へ
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課

区民スポーツ大学日程表

◎ 講師の都合によりこの日程表の範囲内で一
部変更することがあります。

◎ 講習時間は、午後6時30分～8時30分

お
気

軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い

国
民
年
金
相
談

区
で
は
、
国
民
年
金
に
関
す
る
疑

問
や
、
制
度
の
内
容
に
冫
い
て
吽
し

く
知
り
た
い
方
々
の
た
め
、
年
金
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、
東
京
都
国
民
年
金
部
か

ら
専
門
官
が
来
所
し
、
質
問
・
相
談

等
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
六
日
(
水
)
午
前
十
時
?

午
後
三
時
三
十
分

場
所
区
役
所
一
階
第
一
会
磁
室

※
特
例
納
付
保
険
料
の
納
付
賢
金
が

不
足
し
て
い
る
方
「
足
立
区
国
民
年

金
特
例
納
付
保
険
料
融
賢
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
一
度
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
爍

提
出
日
が

変
わ
り
ま
し
た

国
民
年
金
の
現
況
届

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老

齢
年
金
、
現
況
届
の
提
出
日
が
、
誕
生

月
の
末
日
ま
で
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
現
況
届
を
出
さ
な
い
と
、
年

金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

現
況
届
は
、
誕
生
月
の
始
め
ご
ろ

届
き
ま
す
。
お
忘
れ
な
く
社
会
保
険

庁
へ
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
た

だ
し
、
一
月
ヱ
二
月
生
れ
の
方
は
、

五
十
五
年
の
み
、
二
月
十
五
日
ま
で

で
す
)
'

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
給
付
係

ご
家
族
づ
れ
で

ご
利
用
く
だ
さ
い

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘

二
月
の
連
休
を
除
き
、
三
月
二
十

日
頃
ま
で
は
空
室
が
多
数
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
以
外
の

一
般
区
民
の
方
々
も
、
ご
家
族
連
れ

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
▽
国
保
加
入
世
帯
・・・
利

用
日
の
1
ヵ
月
前
の
日
か
ら
三
日

前
ま
で
(
印
か
ん
、
保
険
証
、
利

用
料
持
参
)

▽
一
般
区
民
=
・
利
用
日
の
二
十
日

前
の
日
か
ら
三
日
前
ま
で
(
印
か

ん
、
利
用
料
持
参
)

利
用
料
　
▽
室
料
(

一
室
一
泊
、
二

～
五
名・
ま
で
宿
泊
で
き
ま
す
)
国

保
加
入
世
帯
=
・
五
千
円
・
一
般
区

民
・
=
七
千
五
百
円

▽
食
事
料
金
(
朝
夕
食
)
は
、
国

保
加
入
者
、
一
般
区
民
の
区
別
な

く
一
人
に
つ
き
、
大
人
食
・
:千
五

百
円
、
子
ど
も
食
・
:千
円

休
業
日
　
毎
月
第
二
・
第
四
火
・
水

曜
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険

課
庶
務
係

募
集
し
ま
す

各
種
講
座
・
講
習
会

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

講
習
会

日
時
　
二
月
二
十
一
日
(
木
)
午
前

十
一
時
三
十
分

定
員
　
六
十
五
名
(
先一
嘔
)

費
用
　
四
千
五
百
円

申
込
方
法
　
費
用
持
参
の
う
え
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ
ー

六
〇
五一
七
一
〇
一

お
年
寄
り
の

た
め

の

教
養
講

座

曰
時
　
二
月
二
十
(
日
(
木
)
・
一
一

十
九
日
(
金
)
　
午
前
寸
時
?
十

一
時
三
十
分

場
所
　
老
人
会
館
研
修
室

定
員
　

六
十
歳
以
上
、
六
十
名
(
先

着
順
)

テ
ー
マ
　

「
あ
た
た
か
い
お
つ
き
合

い
を
す
る
た
め
の
話
し
方
あ
れ
こ

れ
」

講
師
　
大
畠
常
靖
氏
(
話
力
研
究
所

指
導
主
任
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
老
人
会
館
　
　
(

五
九
-
九
匕
三

了

三

青
年
サ
ー
ク
ル

講

座

サ
ー
ク
ル
活
動
の
初
歩
か
ら
学
べ

る
楽
し
い
講
座
に
、
あ
な
た
も
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
サ
ー
ク
ル
と
は
な
に
か
」
「
青

年
の
生
き
が
い

」
な
ど
に
つ
い
て
、

参
加
者
全
員
で
語
り
合
い
な
が
ら
の

講
習
会
で
す

。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

期
日
　
二
月
七
日
・
十
六
日
・
二
十

二
日
、三
月
一
日
・
六
日
・
十
四

日
・
二
十
二
日
?
二
十
三
日
(
両

日
は

、水
元
斉
年
の
家
宿
泊
予
定
)

時
間
　
午
後
七
時
?
九
時

対
象
　
主
と
し
て
、
サ
ー
ク
ル
活
助

を
は
じ
め
て
関
も
な
い
万
、
興
味

を
お
持
ち
の
方

場
所
　
青
年
館
(
西
新
井
大
師
前
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係
、
ま

た
は
青
年
館
　

　
(
九
〇
-
○
○

六
一フ

ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

講
習
会

日
時
　
二
月
二
十
五
日
(
月
)
・
二

十
六
日
(
火
)
午
後
一
時
?
四
時

定
員
　
三
十
五
名
(
先
着
順
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
二
月
十
(
日
か
ら
住
所

確
認
の
で
き
る
も
の
(
例
…
健
康

保
険
証
な
ど
)
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
内
職
補
導
所
　

　
(
(

八
-
七
三
四
六

振
込
み
ま
す

児
童
(育
成
)

手
当
金

昭
和
五
十
五
年
二
月
期
支
払

分
(
昭
和
五
十
四
年
十
月
分
か

ら
昭
和
五
十
五
年
一
月

分

ま

で
)
の
児
童
(
育
成
)
手
当
金
を

二
月
十
二
日
に
、
あ
な
た
の
指

定
し
た
金
融
機
関
に
振
込
み
ま

す
。
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
区
町
村
税
に
か
か

わ
る
所
得
割
額
の
無
い
方
は
、

十
月
か
ら
月
額
六
千
五
百
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
児
童
手
当
係

お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す

児
童
緊
急
一
時
保
護
制
度

母
親
が
お
産
を
し
た
り
、
病
気

で
病
院
へ
行
く
必
要
が
で
き
た
と

き
な
ど
に
、
昼
間
だ
け
児
童
を
一

時
保
護
す
る
制
度
で
す
。

預
か
る
方
　
▽
山
本
治
枝
(
青
井

三
上

七
-
六
七
　
　
(
(

六

一

四
七
九
〇
)
　

▽
池
田
克
子
(

西
伊
興
町
五
二
上
(
二
　
　
(

五
三
-
六
二
四
七
)
　

▽
佐

野
郁
子
(
古
千
谷
二
上
(
I

三

二
　

　
(
九
七
-
四
(
四
九
)
　

▽
早
川
ヨ
リ
子
(
竹
の
塚
一
-

一
九
-
一
五
　
　
(
(

五
一
三

(
五
〇
)
　
▽
稲
垣
由
美
子
(
花

畑
四
1
九
-

こ
I
　

　
(
(

五
-

四
七
(
三
)
　

▽
細
井
(
重

子
(
綾
瀬
四
丿
一
九
-
二
○
　

　
六
二
〇
一

一
四
〇
(
)
　

▽

戸
田
と
し
え
(
大
谷
田
一
-
四

〇
上
二
　
　
六
〇
五
上
(
三
二
I
)

▽
谷
島
美
佐
子
(
興
野

二
上
二
一
-
一
〇
　

　
(
九
(

一

二
三
五
三
)

預
か
る
児
童
　
生
後
三
ヵ
月
以
上

学
齢
未
満
児
を
三
人
ま
で

預
か
る
時
間
　
午
前
(
時
?
午
後

五
時
ま
で
の
必
要
最
少
時
間

保
護
の
料
金
　
一
時
間
に
つ
き
二

百
円
。
五
時
以
降
は
一
時
間
に

つ
き
三
百
円
(
た
だ
し
、
生
活

困
窮
世
帯
は
料
金
が
免
除
さ
れ

ま
す
)

依
頼
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
預
か
る

方
に
直
接
電
話
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
(
預
け
る
時
は
印
か
ん

・と
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
)

そ
の
他
　
案
内
図
等
は
出
張
所
、

福
祉
事
務
所
、
保
健
所
に
あ
り

ま
す
。

※
な
お
、預
か
っ
て
く
だ
さ
る
方

の
募
集
も
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
福
祉
部
管
理
係

訂
正

一
月
二
十
日
号
で
、
身

体
障
害
者
相
談
貝
の
中

の
東
部
地
区
、村
井
正
之
助
(
綾

瀬
四
I

匸
〒

三
―
匸
一
)
と

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
村
井

正
之
助
(
西
綾
瀬
四
-
一
ニ
ー

三
-

匸
一
)
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詑
び
し
ま
す
。

掲
示

板

臨
時
的
任
用

教
員
等
の
募
集

東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
公
立

学
校
の
女
子
教
員
、
事
務
職
員
等

が
育
児
の
た
め
の
休
業
、
ま
た
は

産
前
産
後
休
暇
を
と
っ
た
場
合
に

そ
の
補
助
と
し
て
勤
務
す
る
臨
時

的
任
用
教
貝
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
の
対
象
お
よ
び
資
格

▽
教
諭
…
教
諭
普
通
免
許
状
を
有

し
、
か
つ
国
・
公
・
私
立
学
校

に
お
い
て
正
規
教
貝
と
し
て
一

年
以
上
の
勤
務
実
績
を
有
し
、

毎
年
四
月
一
日
現
在
六
十
五
歳

未
満
の
方

▽
養
護
教
諭
…
養
護
教
諭
普
通
免

許
状
を
有
し
、
毎
年
四
月
一
日

現
在
六
十
五
歳
未
満
の
方

▽
寮
母
…
教
諭
普
通
免
杵
状
ま
た

は
、保
母
賢
格
を
有
し
、毎
年
四

月
一
日
現
在
四
〇
歳
未
満
の
方

▽
事
務
…
都
公
立
学
校
事
務
職
員
(

事
務
)
お
よ
ぴ
都
内
区
市
町
村

一
般
職
員
(
事
務
)
と
し
て
一
定

の
勤
務
実
績
を
有
し
、
毎
年
四

月
一
日
現
在
六
十
歳
未
満
の
方

▽
栄
養
士
…
栄
養
士
の
免
許
を
有

し
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
六
十

歳
未
膺
の
方

▽
司
書
…
司
書
賢
格
を
有
し
、毎

年
四
月
一
日
現
在
六
十
歳
未
満

の
方

願
書
受
付
　
昭
和
五
十
五
年
二
月

五
日
～
九
日
、
お
よ
ぴ
毎
年
三

月
、
六
月
、九
月
、十
二
月
の
一

日
か
ら
五
日
ま
で
都
教
育
庁
人

事
部
検
定
課
で
受
付
け
ま
す
。

問
合
せ
先
　
都
教
育
庁
人
事
部
検

定
課
　
　
二
匸

〒
五
一
一
一

所
得
税
等
の

申
告
説
明
会

所
得
税
、
事
業
税
、
住
民
税
の

申
告
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

日
時
・
場
所
　
▽
二
月
八
日
=
・
足

立
税
務
署
(
千
住
旭
町
四
上

一

一
)
▽
二
月
十
二
日
…
区
第
十
(

出
張
所
(
中
川
四
-
四
三
一
一

四
)
▽
二
月
十
三
日
…
東
部
セ

ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
一
-
五
一
一

七
)
▽
二
月
十
四
日
・・・
東
海
銀

行
竹
の
塚
支
店
(
竹
の
塚
一
一

四
一
一

一
一

一
〇
一
)
、酉
新
井

税
務
署
(
栗
唇
一
丁

一
〇
上

六
)
▽
二
月
十
五
日
…
花
畑
セ

ン
タ
ー
(
花
畑
四
-

二
(
I
一

三
)
▽
二
月
十
(
日
…
荒
川
儻

用
金
庫
足
立
支
店
(
梅
島
Ξ
-

四
三
-
一
六
)
▽
二
月
十
九
日

…
亀
育
信
用
金
庫
竹
の
塚
支
店
(

伊
興
町
見
通
一
五
二
五
)
▽
二

月
二
十
日
=・
中
部
セ
ン

タ
ー
(

関
原
ニ
ー

ー
〇
-
一
〇
)
▽
二

月
二
十
}
日
…
足
立
農
業
協
同

組
合
皿
沼
支
店
(
皿
沼
一
一

一
-

二
)
▽
二
月
二
十
二
日
…
酉

部
セ
ン
タ
ー
(
鹿
浜
一
〒

二
四

一
三
)

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
二
時

か
ら
四
時
で
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
税
務
署
(
　
(
(
(
-

六
二
四
一
)
、西
新
井
税

務
署
(
　
(
四
〇
-
コ

一
一
)

二
月
は
、
固
定
賢
産
税
・
都

市
計
画
税
第
四
期
分
の
納
期
月

で
す
。

心
臓
病
児
を
も
つ

親
の
つ
ど
い

東
京
都
で
は
、小
児
心
臓
病
に

対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、専
門
医
師

に
よ
る
講
演
と
医
療
相
談
を
行
い

ま
す
。入
場
料
は
無
料
で
す
。

日
時
　
三
月
二
日
日
)
午
前
十

時
?
午
後
四
時

会
場
　
全
国
労
音
会
館
(
千
代
田

区
西
神
田
三
一
九
-
一
〇
)

対
象
　
心
臓
病
児
を
も
つ
保

護

者
、
保
健
婦
、
養
護
教
員
、
関

心
の
あ
る
方

内
容
　
▽
講
演
　
▽
日
常
生
活
と

医
療
相
談
(

グ
ル
ー
プ
別
)

問
合
せ
先
　
都
母
子
衛
生
課
業
務

係
　

　
二

匸
〒

三
(
三
五

生

徒
(

四

月

生
)

募

集

□
理
容
学
校

応
募
資
格
　
都
内
に
在
住
の
中
学

校
卒
業
以
上
の
方

試
験
日
　
筆
記
・
三
月
九
日
、面

接
・・・
三
月
十
日
～
十
二
日
の
指

定
の
日

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

三
月
七
日
ま
で
に
、
所
定
の
提
出

一

類
に
入
学
考
査
料
(
千
円
)
を

添
え
て
東
京
理
容
学
校
(
千
代
田

区
西
神
田
一
-
三
一

四
　
　
二
九

三
-
九
(
七
一
)
へ

。

□
洋
裁
学
校

応
募
資
格
　
中
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
の
あ
る
十
五
歳
以
上
の
女

子

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

二
月
二
十
七
日
?
三
月
(
日
ま
で

に
、
所
定
の
願
書
に
入
学
考
査
料
(

千
円
)

を
添
え
て
本
人
が
、
東

京
都
芝
洋
裁
学
校
(
港
区
兩
青
山

七
-

匸
一
T
九
　
　
四
〇
九
上
一

四
四
五
)

、
東
京
都
立
川
洋
裁
学

校
(
立
川
市
柴
崎
町
三
-
一
七
丿

七
　
　
○
四
二
五
上
一
四
-
一
四

〇
(
)

へ
。

職

業

訓

練

生

募

集

講
習
内
容
　
通
産
省
昭
定
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
修
理
技
術
試
験
受
験
者

の
た
め
の
準
備
講
習

日
時
　
二
月
十
(
日
?
二
十
九
日

(
延
六
日
関
)
、午
後
六
時
?

九
時

人
員
　
四
十
五
名

受
講
料
　
千
円
(
テ
キ
ス
ト
代
共
)

申
込
受
付
　

二
月
六
日
～
十
五
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
恥
業
馴

練
校
　
　
六
〇
五
上
(
I

四
九

家
庭
婦
人

ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時
　
二
月
十
三
日
(
水
)
・
十

五
日
(
金
)
・
十
(
日
(
月
)

午
前
十
時
?
正
午

場
所
　
松
戸
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

受
講
料
　
千
(
百
円
(
賃
靴
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
ス
ケ
ー
ト

連
盟
　

　
(
(

一
-
九
〇
六
五

区

民

氷

上

運

動

会

日
時
　
三
月
(
日
(
土
)
午
後
六

時
～
九
時

場
所
　
松
戸
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

定
員
　
二
百
名

参
加
費
　
四
百
円
(
貸
靴
料
別
)

内
容
　
自
由
滑
走
と
初
心
者
に
も

で
き
る
運
動
会
(
全
員
に
賞
品
)

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、三

月
三
日
ま
で
に
、
区
ス
ヶ
I
ト
連

盟
(
　
八
(
一
-
九
〇
六
五
)
へ

。

区

民

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

日
時
　
二
月
十
四
日
(
木
)
・
二

ナ
(
日
(
木
)
午
後
六
時
三
十

分
～
九
時

場
所
　
一
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

対
象
　
十
六
歳
以
上
(
初
心
者
の

方
歓
迎
)
参
加
費
は
無
料

問
合
せ
先
　
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
　
　
(
(

一
-
九
〇
六
五
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